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地域指標分析ツール 
本資料は 2024/5/22 の講演 https://www.youtube.com/watch?v=io3Dsj5AlHs 

の要点をまとめたものである。 

 

環境省提供 

全国 1,741 市区町村で統一的に入手可能なデータを客観的指標（地域のストック・地域の成

果（※２））として分野ごとに偏差値化することで、地域間の相対的比較から、地域の強み、

弱み、課題を定量的に把握することができるツール。 

 

「地域経済循環分析」と併せて分析することで、より地域の姿を具体的に把握できる。 

 

内容説明 

 

課題 

地域全体の状況を客観的かつ正確にとらえられているか 

 地域の状況が、全国の自治体と比べてどの位の位置づけになっているか 

 地域全体の状況を、断片的な情報・イメージでとらえていないか 

他と比較しながら政策立案することが重要ではないか？このようにみることも重要ではな

いか。 

 

地域指標分析の目的 

客観的なデータから地域の姿を想像し(客観的なデータから地域の姿を空間的に想像する)。、

地域政策立案に繋げる。 

他地域と比較しながら、データから地域の姿を空間的に想像しながら政策立案を行うこと

が需要。 

 

客観的指標は「地域のストック」、「地域の成果」から構成される。 

https://www.youtube.com/watch?v=io3Dsj5AlHs
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地域指標分析ツールの特徴 

分野ごとの指標を偏差値化することで地域間を相対比較できる。 

 
 

分野全体のレーダーチャート化 
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分析の仕方 

① 各指標を全国・同規模地域と比較・把握する 

② 分野・分析の切り口毎に地域の特徴を整理 

③ 地域分析と施策の方向性の検討 

異なった切り口の組み合わせで方向性を検討する。 

例：災害対策、エネルギー、労働環境 

 
更に「地域経済循環分析」を使うとより具体的な姿が想像できる 
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3 大都市圏で人口 1 万人程度の市の分析実例 

グルーピングはカスタム化する。 
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人口比当たりの清掃費歳出が多く(サービスが充実している)、太陽光パネル設置、断熱窓の

採用比率が少ない(脱炭素の取り組みが充分でない)ということが示される。 

 

成果の面からみると 
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廃棄物の削減では進んでいるが、きれいな水、脱炭素という面ではやや遅れていることが読

み取れる。 

 

経済・財政を見ると 

 
 



 

©2025 エネ経会議 

 

 
 

農業が強みであるが一人当たりの所得は高くないことが分かる。 

 

これらの分析を踏まえ、地域の特徴をまとめるツール(文章を必要な欄に記入する)により地

域の空間像をより客観的、正確にとらえられる。 

 


